別記第４号様式（第６条関係）　【平成２７年３月３１日以前に入札公告を行った建設工事に係る委託業務の設計者が会議の構成員となる場合に適用】

　　　○○○○工事連絡調整会議に関する三者協定書

○○工事の施工にあたり、発注者である和歌山県○○振興局建設部（以下「甲」という。）と施工者（以下「乙」という。）及び設計者（以下「丙」という。）は次のとおり○○工事連絡調整会議（以下「調整会議」という。）に関する三者協定を締結する。

（目的）

第１条　公共工事の品質確保と円滑な工程管理には、発注者である甲及び当該工事に係る詳細設計等（必要に応じ測量、調査解析等を含む。）を行った丙の設計思想、施工上の留意点等を乙に的確に伝えることが必要不可欠である。このため、甲乙丙により構成される調整会議を開催し、工事の品質確保と円滑化を図ると共に、技術情報を相互に共有することにより、一層の技術力向上を図るものとする。

（協力体制）

第２条　調整会議の運営に関し、乙及び丙は、甲に協力するものとする。

（調整会議等に要する費用）

第３条　調整会議に要する費用については、丙が出席する費用（旅費・人件費）は、原則として甲が工事設計額に計上し、乙が丙に支払う。なお、履行確認のため、支払い完了後に領収書等の写しを乙から甲に提出するものとする。

２　開催回数は、甲が発議して開催するものは１工事２回を限度とする。なお、これ以降に乙（又は丙）から調整会議の要請があった場合には、申し出た者がその費用を負担すること。ただし、トンネル工事において岩質等判定委員会を開催する際には、発注者が必要と認める場合に限り、３回以降について変更の対象とすることができる。
（その他）

第４条　この協定に定めのない事項については、必要に応じ別途三者で協議するものとする。

以上のとおり協定した証として、この証書三通を作成し、甲乙丙三者押印の上、各自それぞれその一通を保有する。

○○年○月○日
甲　和歌山県○○振興局建設部長　印

乙　会社名　○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代　表　○○○○　印

丙　会社名　○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代　表　○○○○　印

